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１． 組織の概要 

１） 名称及び代表者名 株式会社 神奈川環境クリエイト
代表取締役　浦瀬 浩一

２） 所在地
本社・工場 神奈川県平塚市大神四丁目20番20号

３）
環境理責任者 岩田　きくの TEL： 0463-55-3880

 E-Mail： kanakuri2002@mx2.alpha-web.ne.jp
URL： https://www.kanagawa-kc.jp

４）
産業廃棄物の処理業（中間処分）

５） 事業の規模

101 百万円 97 百万円 125 百万円
19 ㎥ 19 ㎥ 19 ㎥
4 人 4 人 4 人

297 ㎡ 297 ㎡ 297 ㎡
869 ㎡ 869 ㎡ 869 ㎡

６） 事業年度 ７月～６月

７） 情報公表項目

(１) 昭和５７年３月

(２) ９０００万円
(３)

許可地区、許可番号、許可区分、廃棄物の種類、(許可年月日、許可の有効年月日）

(４) 施設状況：

処分業：処理施設の種類、処理する産業廃棄物の種類、処理能力（規模）、処理方式、処理工程図

台数 台数
１台 １台 　15㎥/日 （6時間）

１台 ２台 40㎥/10日 （20㎥/10日×2系列）

１台 １台 8㎥/日 （8時間）
・トロンメルユンボ車 ・洗浄施設（シャワー式）

・営業車 ・脱水施設

中間処分作業車両 中間処分施設 処理能力

・ショベルローダー車 ・洗浄施設（ドラム式）

神奈川県
産業廃棄物処分業 01423027426

汚泥
令和2年2月1日

令和7年1月31日

資 本 金 ：

許 可 の 内 容 ：

許可地区
許可区分 許可番号

産業廃棄物の種類
許可年月日

許可の有効年月日

売上高（百万円）
処理能力（㎥/日）
従業員数（人）
床面積（㎡）

敷地面積（㎡）

法 人 設 立 年 月 日 ：

環境理責任者氏名及び担当者連絡先

事業活動内容

2020年 2021年 2022年
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処理工程図 

汚

泥

受

入

ドラム式洗浄

シャワー式洗浄

凝集沈殿

凝集沈殿

脱 水

分 別 洗い砂

残渣物

脱水ケーキ

残渣物

管
理
型
埋
立
処
分
場

汚泥

汚泥

汚水

汚水

凝集汚泥

砂・ごみ等 砂

ごみ等

脱水汚泥

（リサイクル）

（リサイクル）

砂

分 別
ごみ等

洗い砂

処理水槽

Mｎ処理装置

Ｍｎ濃度高

処

理

水

再

利

用
下水

再

利

用

処理水
 

(５) 処理実績：環境への負荷の自己チェック、別表②受託した産業廃棄物の処理量）

(６) 組織図：

 

事業年度 種類 中間処分量（ｔ） 収集運搬量（ｔ）

2020年度 汚泥 3,073 ナシ

2021年度 汚泥 2,950 ナシ

2022年度 汚泥 3,513 ナシ

代表者（経営者）
代表取締役 浦瀬 浩一

環境管理責任者
岩田 きくの

技術部門責任者
丸山 修

事務部門責任者
岩田 きくの

 

２． 対象範囲（認証・登録の範囲）、レポートの対象期間及び発行日 
全組織、全活動を認証・登録範囲とする。 

１） 対象組織 「１．２」所在地」欄に記載 

２） 活動   「１．４」事業活動内容」欄に記載 

３） レポートの対象期間及び発行日 

レポートの対象期間及び発行日は表紙に記載 
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 ３．環境方針 

環 境 方 針 
 

＜基本理念＞ 

 株式会社神奈川環境クリエイトは、産業廃棄物処理業を営む企業として、当社の

企業活動が環境に与える影響を強く認識し、環境保全の改善・向上を目指し、達成

すべき環境目的および環境目標を定め、次の方針に基づき、環境マネジメントシス

テムの構築を図ります。 

 

＜行動方針＞ 

１．事業活動に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

２．水使用量の削減に努めます。 

３．事務所から生じる一般廃棄物の削減に努めます。 

４．環境にやさしいグリーン購入の推進に努めます。 

５．産業廃棄物の適正処理により、環境への負荷を低減するとともに、 

すべてのステークホルダーの信頼向上に努めます。 

６．環境関連の法規等を遵守します。 

７．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。 

 

 

２０２０年 ７月 １日 

株式会社 神奈川環境クリエイト 

代表取締役  浦 瀬  浩 一 
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４．環境目標及び環境目標の実績 

2022年 7月～2023年 6月 

実績 達成度
基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

0.376 6,865 99.97%

kWh／年以下 ×

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

0.376 6,232 104.35%

kWh／年以下 ○

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

3.000 6.3 110.86%

㎥／年以下 ○

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

2.320 881 103.07%

L／年以下 ○

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

2.580 3,775 87.45%

L／年以下 ×

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

2.510 120 93.77%

L／年以下 ×

17,026 93.69%

kg-CO2／年以下 ×

基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

51.1 158.88%

kg／年以下 ○

基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

12.28 82.6%

％以下 ×

基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

278 97.65%

㎥／年以下 ×

基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

50.9 74.82%

％以上 ×

0 100.00%

件／年以下 〇

0件 0件 0件

件／年 件／年以下 件／年以下 件／年以下

5
産業廃棄物処理業での環境配慮
（年度毎重点取組の決定・実行）

クレーム件数

0

68.0 68.0 68.7

=66.7% ％以上 ％以上 ％以上

4
グリーン購入の推進

＜エコ品購入品目数＞

年間エコ商品購入品目数

62／93

271 271 269

㎥／年 ㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

3
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞

年間水道使用量

277

10.14 10.14 10.04

％以下 ％以下 ％以下

81.2 80.4 79.5

ｋｇ／年 kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下
2

廃棄物
排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

年間一般廃棄物排出量

83.7

産業廃棄物排出量の削減
最終処分（ 埋立処分） 量の 割合の 削減

年間産業廃棄物排出量

325.85/3147.06
＝10.35％

15,650

kg-CO2 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下
計（kg-CO2）

16,418 15,952 15,814

110

Ｌ／年 L／年以下 L／年以下 L／年以下

灯油 <L>

116 113 111

3,233

Ｌ／年 L／年以下 L／年以下 L／年以下

軽油　<L>

3,403 3,301 3,267

908 899 889

Ｌ／年 L／年以下 L／年以下 L／年以下

6.9 6.8

㎥／年 ㎥／年以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

重機・車両等の燃料
消費量削減

LPG　<㎥>

7.2 7.0

ガソリン　<L>

936

6,436 6,369

kWh／年 kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

電力使用量の削減
（工場）

電力使用量

6,704 6,503

6,863 6,863 6,793

kWh／年 kWh／年以下 kWh／年以下 kWh／年以下

目標 目標 目標

1
二酸化炭素
排出量の削減

電力使用量の削減
（事務所）

電力使用量

7,003

2022年度 活動期間（2022/7～2023/6 ) 2023年度 2024年度
Ｎｏ． 環境目標項目

基準値 ＣＯ2
換算係数（2019年度）

 
 

＊：電力使用量の二酸化炭素排出係数は、２０２２年度東京電力の排出係数０．３７５（ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈ）を用いた。 

＊：ＰＲＴＲ法対象化学物質の使用はありません。 
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５．環境活動計画  

2022年 7月～2023年 6月 

 

 

 

 

 

No． 基準値
CO2排出

換算係数
取組内容

推進
責任者

担当者 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 期間計

①～③
電力使用量 実施

2 ％削減
進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7,003 0.376 目標値 434 597 450 382 473 742 909 800 698 599 331 448 6,863
＜kWh＞ 目標累計 434 1,031 1 ,481 1 ,863 2 ,336 3 ,078 3 ,988 4 ,787 5 ,485 6 ,084 6 ,415 6 ,863 6 ,863

実績値 587 618 508 456 537 689 790 803 596 463 410 408 6,865
実績累計 587 1,205 1 ,713 2 ,169 2 ,706 3 ,395 4 ,185 4 ,988 5 ,584 6 ,047 6 ,457 6 ,865 6 ,865
達成評価 × × × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ×

①～③
電力使用量 実施

3 ％削減
進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6,704 0.376 目標値 402 296 373 359 398 875 746 625 775 451 687 517 6,503
＜kWh＞ 目標累計 402 697 1,071 1 ,430 1 ,827 2 ,702 3 ,448 4 ,073 4 ,848 5 ,299 5 ,986 6 ,503 6 ,503

実績値 459 502 559 580 832 558 603 487 656 302 380 314 6,232
実績累計 459 961 1,520 2 ,100 2 ,932 3 ,490 4 ,093 4 ,580 5 ,236 5 ,538 5 ,918 6 ,232 6 ,232
達成評価 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ％削減 LPG ①～②
化石燃料消費量 3 ％削減 ガソリン 実施

3 ％削減 軽油
3 ％削減 灯油 進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

LPG　<㎥> LPG 目標値 0.3 0 .2 0 .2 0 .2 0 .6 0 .8 0 .9 1 .1 0 .9 0 .9 0 .7 0 .4 7 .0
7.2 3.000 ㎥ 実績値 0.3 0 .2 0 .1 0 .3 0 .4 0 .8 0 .9 1 .0 0 .9 0 .7 0 .4 0 .3 6 .3

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 91 31 91 90 30 120 61 90 92 93 60 61 908
936 2.320 L 実績値 92 61 59 89 87 89 58 58 89 54 59 88 881

軽油　<L> 軽油 目標値 281 321 210 238 432 421 0 569 272 0 289 268 3,301
3,403 2.580 L 実績値 92 145 243 289 534 454 155 524 357 221 379 144 3,536

灯油 <L> 灯油 目標値 0 0 0 0 39 19 0 37 17 0 0 0 113
116 2.510 L 実績値 0 0 0 40 0 20 20 40 0 0 0 0 120

目標値 469 436 386 354 552 610 62 764 414 94 383 359 4,883
目標累計 469 905 1,292 1 ,646 2 ,198 2 ,808 2 ,870 3 ,634 4 ,048 4 ,142 4 ,525 4 ,883 4 ,883
実績値 268 303 419 454 682 616 253 685 487 301 481 248 5,198

実績累計 268 572 991 1,445 2 ,127 2 ,743 2 ,996 3 ,681 4 ,168 4 ,469 4 ,950 5 ,198 5 ,198
達成評価 ○ ○ × × × × × ○ × × × ○ ×

CO2排出量 目標値 1,251 1 ,237 1 ,065 1 ,100 1 ,609 2 ,023 766 2,309 1 ,514 613 1,270 1 ,195 15,953
ＣＯ2 目標累計 1,251 2 ,488 3 ,553 4 ,654 6 ,263 8 ,286 9 ,051 11,360 12,874 13,487 14,757 15,953 15,953

16,418 排出 実績値 843 936 1,164 1 ,444 2 ,096 1 ,898 1 ,110 2 ,075 1 ,600 985 1,413 847 16,412
＜kｇ-ＣＯ 2＞ kg 実績累計 843 1,779 2 ,943 4 ,387 6 ,483 8 ,381 9 ,491 11,566 13,166 14,151 15,564 16,412 16,412

達成評価 ○ ○ × × × ○ × ○ × × × ○ ×

①～⑤
一般廃棄物 実施

総排出量 3 ％削減
進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83.7 目標値 6.8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 6 .8 81 .2
目標累計 6.8 13 .5 20 .3 27 .1 33 .8 40 .6 47 .4 54 .1 60 .9 67 .7 74 .4 81 .2 81 .2

＜kg以下＞ 実績値 11.4 4 .4 2 .2 5 .7 2 .6 4 .9 1 .1 2 .2 9 .8 1 .4 3 .0 2 .4 51 .1
実績累計 11.4 15 .8 18 .0 23 .7 26 .3 31 .2 32 .3 34 .5 44 .3 45 .7 48 .7 51 .1 51 .1
達成評価 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

産業廃棄物
総排出量 2 ％削減 進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

目標値 5.72 16 .00 14 .28 11 .63 14 .88 10 .04 10 .56 5 .40 8 .99 10 .87 8 .32 12 .59 9 .94
10.35 目標累計 5.72 9 .93 11 .16 11 .37 12 .30 11 .71 11 .45 9 .96 9 .83 9 .87 9 .74 9 .94 9 .94

＜％＞ 実績値 6.38 9 .51 11 .31 9 .77 9 .37 16 .24 12 .42 9 .54 18 .33 27 .44 5 .04 19 .21 11 .79
実績累計 6.38 8 .20 9 .49 9 .59 9 .52 10 .58 10 .90 10 .67 11 .61 12 .50 12 .08 12 .28 12 .28
達成評価 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

環境目標項目 目標値 実績評価項目

1

二酸化
炭素

排出量
の削減

1）電力使用量
　　の削減

①不使用照明の消灯

岩田

（事務所）

1）電力使用量
　　の削減

岩田
電力
kWh

活動予定
　基準値の ②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③OA機器のセーブモード設定
6,863

＜kWh以下＞

①不使用照明の消灯

岩田 丸山
電力

kWh

活動予定
　基準値の ②設備の点検

③不使用設備の電源オフ
6,503

（工場）
＜kWh以下＞

2）重機車両等の燃
料消費量の削減

基準値の ①省エネ運転の実行

岩田
浦瀬
浅井

化石
燃料

908
軽油　<L>

3,301

活動予定
②車両・重機の点検整備

LPG　<㎥>
7.0

ガソリン　<L>

灯油 <L>
113

合計

L(ｶ ﾞｿﾘ

ﾝ換算
値)

計

CO2排出量

〔数値目標/実績〕15,952
＜kｇ-ＣＯ 2以下＞

2
廃棄物

排出量の
削減

1)一般廃棄物
   排出量の削減

①分別徹底

岩田

⑤古紙再資源化により搬出量を削減

2)産業廃棄物
　 排出量の削減
（最終処分量の
　　　　　　割合の削減）

①搬入物を投入受槽やトロンメルユンボ

浅井

一般

廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定
基準値の ②裏紙使用で紙使用量の削減

③IT化により紙使用量の削減
81.2

④一般廃棄物の排出量を収集
＜kg以下＞

岩田 丸山

産業

廃棄物

排出量
％

活動予定
①

実施　基準値の

　 にて徹底分別

10.14
＜％以下＞
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①～④
実施

水道使用量 2 ％削減 進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 0 33 0 38 0 37 0 52 0 59 0 52 271.5

277 目標累計 0 33 33 72 72 109 109 161 161 220 220 271 271.5
＜㎥＞ 実績値 0 40 0 42 0 62 0 48 0 48 0 38 278.0

実績累計 0 40 40 82 82 144 144 192 192 240 240 278 278.0
達成評価 　 × 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ ×

エコ商品購入

品目数 進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（ 2 0 1 5 年度ﾃ ﾞｰ ﾀ収集） 2 ％向上 目標値 72.0 0 .0 72 .9 61 .2 72 .9 63 .8 51 .0 68 .0 51 .0 64 .9 102 .0 51 .0 68 .0

目標累計 72.0 72 .0 72 .2 70 .3 71 .2 70 .0 68 .6 68 .6 66 .9 66 .6 70 .0 68 .0 68 .0
実績値 33.3 41 .7 45 .5 62 .5 40 .0 55 .6 60 .0 0 .0 60 .0 54 .6 56 .3 45 .5 50 .9

＜％＞ 実績累計 33.3 40 .0 42 .3 47 .1 46 .2 47 .9 50 .0 48 .3 50 .0 50 .6 51 .6 50 .9 50 .9
達成評価 × ○ × × × × × 　 × × × × ×

①～②
クレーム件数 実施

進捗評価 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜件＞ 目標累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 水使用量の削減

①節水、散水は必要最小限

＜㎥以下＞

岩田 丸山
水

使用量
㎥

活動予定
　基準値の

②処理工程で使用する水の再利用

③バルブの調整により水量と水圧を調節

271 ④水道配管の定期点検

4 グリーン購入の推進

①購入時、環境配慮商品の確認

岩田 岩田
66.7

エコ商
品

購入率
%

活動予定
①～④

実施エコ商品購入

品目数 ②環境配慮商品のリストアップ

68.0 ③対象商品の購入

＜％以上＞ ④事務用品以外の環境配慮商品の確認

5
産業廃棄物処理業での環境配慮
（年度ごと重点取組の決定・実行）

①クレーム件数の収集の結果

岩田 岩田
クレーム

件数

活動予定
クレームは0件のため

0 0 今後の目標は常に0件とする

＜件＞ ②ＨＰを環境レポートにてＰＲ
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６．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

結果・評価 

③バルブの調整により水量と水圧を調節

④水道配管の定期点検

5
産業廃棄物処理業での環境配慮
（年度毎重点取組の決定・実行）

①クレーム件数の収集
クレーム件数0件を達成。
ＨＰにて環境レポートにＵＲＬを表示。

継続して取り組む。②ＨＰを環境レポートにてＰＲ

4 グリーン購入の推進

①購入時に環境配慮商品か否か確認 前期に引き続き実施しているが、廃盤と
なってしまった商品の代替品が対象外のも
のがあり、実績が前年度より下回ってしまっ
た。購入商品の見直しを行う。

継続して取り組む。
目標値は現状の2％とする。

②境配慮商品のリストアップ

③対象商品を購入

④事務用品以外も環境配慮商品か否か確認

3 水使用量の削減

①節水、散水は必要最小限化
前期同様徹底した取組みをしていたが、
目標達成率が97.65％と達成することがで
きなかった。次年度は2％削減を目標に継
続して取り組む。

継続して取り組む。
目標値は2％とする。

②処理工程で使用する水の再利用

産業廃棄物廃棄物の削減
最終処分（ 埋立処分） 量の 割合の 削減

①搬入物を投入受槽やトロンメルユンボにて 前期同様徹底した取組みをしていたが、
基準値の時に比べて受け入れた汚泥に固
形分が多かったので目標を達成することは
できなかった。

継続して取り組む。
目標値は2％とする。

　 徹底分別

②洗砂の再資源化PR

2
廃棄物
排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

①分別徹底

前期同様徹底した取組みをしているため
目標を達成することができた。

継続して取り組む。
目標値は2％加算の5％とする。

②裏紙使用で紙使用量の削減

③ＩＴ化により紙使用量の削減

④一般廃棄物の搬出量を収集

⑤古紙再資源化により搬出量を削減

重機・車両等の燃料
消費量削減

①省エネ運転の実行 前期同様個別に目標値を設定した。ガソリ
ンのみ目標を達成することができたが、固
形分の汚泥の受入れが多く軽油の目標は
達成できなかった。

継続して取り組む。
目標値=ＬＰＧ:4％、灯油：3％、
ｶﾞｿﾘﾝ：4％、軽油：3％

②車両・重機の点検整備

③削減目標を個別に設定

ＬＰＧ・灯油：各2％、ｶﾞｿﾘﾝ：2％、軽油：2％

①不使用照明の消灯

前期同様徹底した取組みをしているため
目標を達成することができた。

継続して取り組む。
目標値は1％加算の4％とする。

②設備の点検

③不使用設備の電源オフ
1

二酸化炭素
排出量の削減

電力使用量の削減
（事務所）

①不使用照明の消灯 前期同様徹底した取組みをしていたが、
目標達成率が99.97％と僅かに達成する
ことができなかったが、次年度の目標値は
1％加算の3％削減を目標に継続して取り
組む。

継続して取り組む。
目標値は1％加算の3％とする

②空調の適温化(冷房26、暖房22度)

③ＯＡ機器をセーブモード設定

電力使用量の削減
（工場）

Ｎｏ． 環境目標項目 取組内容
取　　組

次年度の内容
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、下記のように遵守状況を２０２３年６月

に確認した結果、違反はありませんでした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴

訟も過去３年間ありません。なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。 

 

環境関連法規等遵守状況 

結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)（一般廃棄物の適正処理）

○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)（産業廃棄物の適正処理）

○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）
(産業廃棄物の処理業：処分業)

○

平塚市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 ○

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

○

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
（小型家電リサイクル法）

○

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

○

化学物質 毒物及び劇物取締法 ○

水質汚濁 水質汚濁防止法 ○

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
（フロン排出抑制法）

○

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域に
おける総量の削減等に関する特別措置法
（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法）大気汚染

資源循環
(リサイクル）

遵守評価

廃棄物

区分 環境関連法規等名称
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８．代表者による全体評価と見直しの結果 

見直し実施日 （　□定期見直し　■臨時見直し　）

見直し対象期間

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)
⑤その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

一般廃棄物排出量の削減 ○ ○

産業廃棄物排出量の削減

（最終処分量の割合削減）
× ○

（クレーム件数の収集）

【環境方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境目標及び環境活動計画】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境経営システム等】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

当社の事業活動に見合ったものである。

取組みについては最大限努力しているため、今期は経過観察とする。

環境経営システムは現在のところ有効に機能している。

全社員が活動を通じて、環境問題への意識が向上していると思われる。
今後も目標達成するべく最大限努力する。

グリーン購入の推進 × ○
前期同様エコマーク商品を優先的に購入しているが、廃盤商品の代替品として対象外

の商品を購入をせざる場合もあるため目標は達成できなかった。今後も引き続き積極的

にエコマーク商品を購入する。

産業廃棄物処理業での
環境配慮 ○ ○

全社員が自覚して取組めた。今後も継続して努力する。

クレーム件数は、０件であった。

基準値の時に比べて受け入れた汚泥に固形分が多いため目標を達成することはできな

かった。次年度の目標値は今回同様とし経過観察をする。今後も継続して分別を徹底す

る。

水使用量の削減 × ○
前期に引き続き全社員が最大限の節水を心掛けていたが未達成となった。次年度の目

標値は今回同様とし経過観察をする。今後も継続して努力する。

目標・活動計画実施状況の評価

二酸化炭素排出量の削減 ○ ○
徹底した取組をしたが全体の目標は達成することができなかった。特に軽油については

汚泥に固形物が多かったため達成できなかったと思われる。次年度の目標値は今回同

様に個別に設定をして経過観察をする。今後も継続して努力する。

全社員が前期に引き続き徹底した取組みをしているため目標を達成することができた。

見直しに必要な情報

②環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果(環境活動計画兼実績書による）

代表者による評価

経営的観点

　前期同様全社員が各自の役割を理解して活動しているが、目標達成できた項目は少なかった。なお、法
規制の順守状況には問題なく、外部からの苦情の発生もないため、環境経営システムは現在のところ有効
に機能している。

目標項目
目標達

成状況

活動計画

実施状況

２０２３年　１０月２０日

２０２２年　７月　１日　～　２０２３年　６月３０日

 

 

 

以上 


